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⾃⽴
それぞれの⾃⽴。
⼈の⼿を借りずに１⼈で何でもできること、でもいいけれど、
いろいろな仕組み・つながりを活かしながらその⼈なりの⽣活を
成り⽴たせること、でもいい。
「社会的孤⽴」から抜け出して、つながりを持って、その⼈なりの
⽣活を成り⽴たせることが⾃⽴。

就労⽀援
フルタイムの就職につなぐこと、でもいいけれど、
その⼈なりの⽣活に就労の場⾯を組み⼊れてその⼈なりの⾃⽴を
実現すること、その⼿伝いをすること、でもいい。
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【はじめに】



★ ⽀援の仕組みをつくること
⇒相談者向け
⇒就労先向け

★ 実際に⽀援すること
⇒相談者向け
⇒就労先向け

ここでは
「相談者向けの⽀援の仕組みづくり」 について

2

【就労⽀援の役割】



【就労⽀援の全体像】

⽣ 活 困 窮 度

本⼈の状況に応じて、
それぞれの資源と連携する

就
労
へ
の
距
離就労⽀援
「本⼈と同じ⾵景を⾒る」

福祉事務所と
連携

各支援機関と
連携

高

遠

近

低

⽣活保護の就労⽀援

就労訓練
（中間的就労）

就労準備⽀援

⽣活困窮者の就労⽀援

就労困難者の就労⽀援

無料職業紹介
による⽀援

HW等による
就労⽀援

仕事先⽀援就労定着⽀援
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⽣ 活 困 窮 度

就
労
へ
の
距
離就労⽀援

「本⼈と同じ⾵景を⾒る」

福祉事務所と
連携

各支援機関と
連携

高

遠

近

低

⽣活保護の就労⽀援

就労訓練
（中間的就労）

就労準備⽀援

⽣活困窮者の就労⽀援

就労困難者の就労⽀援

無料職業紹介
による⽀援

HW等による
就労⽀援

仕事先⽀援就労定着⽀援

そしてさらに、「地域づくり」へ。

「地域づくり」は抽象的なものではない。
★相談者が働き続けられる環境を編み出していく。
★就労支援でのつながりを活かし支援先を増やす。
★就労先が地域づくりの担い手になるよう支援する。

【就労⽀援の全体像】
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★ ⼈に届く⽀援を

⇒「⽀援メニュー」「⽀援プログラム」という⾔い⽅。
出来上がったもののように思ってしまうと、
⼈をメニューやプログラムに合わせがち。
でも、⼈はそれぞれに多様で、課題は各⼈各様。
だから、⼈から出発してそれぞれの⽀援を組み⽴てる。
同じプログラムでも、⼈によって意味や⽬的は異なる。
だから、⼈とプログラムの組み合わせも多種多様。

そのうえで、

★ 「できる」を⼀緒に⾒つけていくこと。
★ 「できる」を⼀緒に作り出していくこと。
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【メニューづくりのポイント】



就労⽀援メニュー３原則︕

つかう
あれば、「つかう」。

つくる
なければ、「つくる」。

つなぐ
⾃前ではなく「つなぐ」でもいい。
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【メニューづくり １】



あれば、「つかう」。
なければ、「つくる」。

でも、「つかう」ための資源がなかったり、「つくる」ための余⼒がなかったり。
そんなときでも「⾃⼒でやろう」と気張るとしんどい。
それは、「頑張りなさい」「しっかりしなさい」「働きなさい」と⾔われるとしんどい相談者の
状況にも通じる。

でも、私たち（⽀援する側）は孤⽴していない。私たちには知る機会がある。
私たちは「つながる」ことができる。
私たちが「つながる」と、つながった私たちは相談者を「つなぐ」ことができる。
私たちが知っている「⼈・プログラム・事業」につなぐことができる。
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【メニューづくり ２】



⽀援する側の⼈数が少ない場合
→⾃前でできることが少ない。
→他の「⼈・プログラム・事業」につなぐことができれば⽀援の多様性は⼀気に広がる。

参加者の⼈数が少ない場合
→複数⼈数を集めてセミナーや作業を⾏うなどの⽀援ではなく、１⼈を対象の個別
⽀援が中⼼になる。
→他の「⼈・プログラム・事業」につなぐと、こちら側からの参加者は１⼈でも、その⼈は
集団プログラムを含めて多種多様なプログラムに参加できる。
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【メニューづくり ３】



「意欲喚起」につながりやすいポイント
→ その⼈の強みに着⽬。
その⼈がやったことがあって⼿応えを感じているものに着⽬。

でも、

同じ⽀援メニューでも⼈によってどう響くか、どう反応するかは
それぞれ。
同じ⽀援メニューが同じ結果をもたらすのではなく、⼈それぞれ。

何が「意欲喚起」になるかは⼈それぞれ、あらかじめ決まって
いない。
⼤切なことは、⼈それぞれの「ここだ︕」を⾒逃さないこと。
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【意欲喚起】



・企業実習。挨拶行って、実習組んで、でも参加する人がいない。。。

・企業見学。積極的に押したのに、相手が引いてこなくなってしまった。。。

・「生困就労準備 → 生困就労支援 → 生保就労支援 → 生保就労準備
→就労移行」の流れの果てに怒り出した。。。

・パソコンセミナー。これは自分には簡単すぎると言って、参加しながら
周りの邪魔。

どうしてだったんだろう・・・。。。
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【失敗例】



★ １．道の駅に就労（50代⼥性。⺟の介護を終えた）

★ ２．点字ブロック制作会社に就労（４０代男性。
⼈からどう⾒えるかとても気になる）

★ ３．企業実習先開拓

★ ４．就労訓練

★ ５．原付講習

★ ６．お仕事応援企画
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【成功例】



★ １．道の駅に就労（50代⼥性。⺟の介護を終えた）

★ ２．点字ブロック制作会社に就労（４０代男性。
⼈からどう⾒えるかとても気になる）

↓

「話しを聞く」「その⼈の想いに寄り添う」ことが、単なるお題⽬
ではなくていかに⼤切なことか︕
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【成功例から⾒たメニューづくりの具体例】



13

【成功例から⾒たメニューづくりの具体例】

３． 企業実習先開拓 →相談者の視点
４． 就労訓練（検針） →地域の視点
５． 原付講習 →相談員の視点
６． お仕事応援企画 →マッチング

（企業説明会＆⾯接）
（無料職業紹介の⼀形態）

★複合型
◎畑作業→収穫→出荷→販売→収⼊
◎⾷糧⽀援で連携のNPO→ボランティア

＋
就労訓練

＋
就労移⾏⽀援
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★最⻑20⽇間（同⼀企業でも複数企業でもいい）

★1⽇から20⽇まで参加⽇数は選択可能。
★1⽇当たりの時間数や実習内容は調整可能。
★希望者に合わせてオーダーメイドも可能。

★企業実習受け⼊れ先への受け⼊れ対応費⽤︓
1⼈1⽇1,000円

★企業実習参加者への実習⼿当︓
最⼤1⼈1⽇4,000円（週払いも可）

【３．企業実習】 （沖縄県交付⾦事業）
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【４．就労訓練（メーター検針）】

⼀時⽣活⽀援事業の相談者がアパート探し。
↓
不動産へ「保証⼈不要物件」がないか声をかけてみた。
↓
不動産に雑談で「困りごと」はないか聞いてみた。
↓
ガスや⽔道の検針業務を不動産がやらないといけないんだけど、
担当アパートがたくさんあるから⼤変とのこと。
↓
「就労訓練として引き受けます」と返答。
↓
⾃分のペースでできる作業、⼯賃も⼿に⼊る︕
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ガス・水道検針

清掃業務

〈就労訓練〉

完全予約制・事前面談があります

＆

定員

各回１名（先着順）

検針・清掃業務とは？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アパートなどのガス・水道の数値（利用状況）のチェックと記録を行います。
また清掃業務では物件周辺のゴミ拾いなど環境整備を行います。
※男女問わず経験がなくても申込可能です。

日 時

①
日
目
11/10㊌
10：00～15：00

申し込み

主 催

当セミナーは、（公財）沖縄県保健医療福祉事業団の助成を受け、（公財）沖縄県労働者福祉基金協会が運営・実施を行っています。

②
日
目
11/11㊍
10：00～15：00

③
日
目
11/12㊎
12：00～16：30

④
日
目
11/15㊊
10：00～15：00

⑤
日
目
11/16㊋
10：00～15：00

（公財）沖縄県労福協 就労サポートセンター

申込はお電話にて受付しております。
※申込に際しては事前面談があります

📞098-860-7845
申込締切

１０/2７㊌

お電話で申込の際は、支援機関名（担当者）、参加者名などをお伺いします。予めご了承ください。

訓練費あり
・ ・ ・

〈新型コロナウイルス感染予防対策をお願いします〉
☑マスクの着用 ☑こまめな手洗い・うがい ☑手指消毒 ※体調がすぐれない方は、ご参加をお控えください

・1⼈が1⽇77世帯を担当した場合、
2,310円が本⼈に⼊る仕組み。
（１世帯30円）
・⼿渡しも可。
・⽇払いも可。

参加者の感想︓
「体を動かして働くことが楽しい」
「やりがいを感じた」
「⾃分もがんばればできるんだ」



★原付講習 （4⽇間コース）

【1〜3⽇⽬】
お勉強・模擬試験・解答・解説

【４⽇⽬】
本試験受験
（送迎して⼀緒に結果を確認、場合によって受験料貸与or調達）

★利点︓
・⾝分証が取得できる
・移動⼿段を⼿に⼊れられる
・履歴書に書けることが増える
・⽣活にリズムが⽣まれる
・内⾯に⾃信が⽣まれる
・仲間ができたりもする
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【５．原付講習】
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原付講習
H29年度 就労準備講習 

 

②開催日時・内容 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月2６日(水）・28日(金)・31日(月)

８月１日(火)～３日(木) 

10:00～1５:00（適宜休憩） 

・テキスト、講義、インターネットを活用して説明・模擬問題を解く。 

・講義最後の 1時間は、本番同様 30分間の模擬テストを実施。 

その後、解答・解説。 

８月４日（金） 

７:00～1１:00（移動・受験） 

(自宅場所・送迎により時間異なる) 

・8時 30分までに会場着○必、社用車にて受験者と運転免許センターへ 

移動。 

・受験開始。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

主催・共催：沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター北部   TEL：43-0240 

沖縄県おしごと応援センターOne×One（ワンバイワン）中部サテライト  TEL：098-923-0078 

運転免許がなく、就職活動や通勤が困難な方を対象に 

「原付免許取得直前講習」を開講し、就職活動の支援を行ないます！ 
 

①受講資格 

  ☆就職意欲があり、原付免許取得後、就職活動に活かしたい方 

☆16歳以上で、日常の会話を聴取出来る方 

☆両目 0.5以上、または一眼が見えない方については両目の視野が左右

150度以上で、視力が 0.5以上（眼鏡・コンタクトレンズ可、赤色・

青色・黄色の識別ができる事） 

 

定   員： 10名 ※定員に達ししだい締め切り 

募集期間：2017年 7月 26日(水)・28日(金) 

31日(月)・8月 1日(火)～8月 4日（金） 計 7日間 

実施場所：共済会館(官公労) 2F 会議室 

【お問い合わせ・お申し込み】 

沖縄県 就職・生活支援パーソナルサポートセンター北部 

〒905-0017 名護市大中 3-9-1 官公労(ろうきん) 2F 

TEL：43-0240／FAX：43-0260 （担当：新里・赤嶺） 



★「お仕事応援企画」 →無料職業紹介

【下ごしらえ】
１．受け⼊れ側と密につながる（現に求⼈がある所。地元ならではだと必要性
や継続性が⾼い。沖縄だと観光産業など。例︓ホテル客室清掃）

２．その求⼈に興味のある参加者を集める（集団凝集性）
【１⽇⽬】
１．求⼈先を紹介する
２．現に働いている⼈の話しを聞く（参加者たちと同様に⽣活困窮や⽣活保護
だった⼈）

３．求⼈先の話しを聞く（現に働いている⼈の働きぶりを中⼼に）
【２⽇⽬】
１．求⼈先を⾒学する
２．希望者はその場で⾯接に⼊る
３．参加者に合わせて仕事を作り変える（⽇数や時間数、業務分解と再構成）
４．その場で採否結果を出す
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【６．企業説明会＆⾯接】
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お仕事応援企画
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合同お仕事応援企画
〜Job Storyは突然に〜

お仕事応援企画 

Job 
storyは、 

に。 

新
し
い
誰
か
と
出
会
お
う
。

「はたらく」を応援。

人

11 / 9 2018 
● 金 

10:00～12:00 

14:00～16:00 

準備セミナー❶ 

準備セミナー❷ 

企業面接会準備セミナー  企業説明・先輩のこえ・相談・面接会 

■場所 新グッジョブセンターおきなわ  
那覇市泉崎1-20-1新那覇バスターミナル6階  

■内容 参加する企業を知ろう！  
求人票の見方を解説！  

■場所 沖縄県産業支援センター 大ホール 
那覇市字小禄1831-1 

■対象 「はたらく」に向かっている人 

■企業 ＪＡおきなわ．マクドナルド．日清医療食品㈱  

沖縄美装管理㈱．沖縄ビル・メンテナンス㈱ 

沖縄ビル管理㈱．(社福)まつみ福祉会 

（公益財団）沖縄県労働者福祉基金協会  

〠900-0021 沖縄県那覇市泉崎1-20-1 新那覇バスターミナル6階 

☏ (098)860-7845  FAX (098)894—7835 

就労サポートセンター 受付時間 平日9:00  17:00 

12 13:30 

受付 13:00 ● 月  16:30 ▶

※参加企業については、変更する場合もあります。 

▶

問い合せ先  

11 / 
2018 

就労支援に本気で関わっている支援員があつまり、 

これまでにはない新しいスタイルで人と人をつなぐ、あなたの「はたらく」を応援する特別な合同企業面接会です。 

     SUPPORT 1      SUPPORT 2      SUPPORT 3 
準備セミナーで心の準備 支援員もいっしょに応援 働いている先輩の講話 

※同じ内容になります。 
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★ハルサーセミナー

畑作業→収穫→出荷→販売→収⼊

１．畑作業（収穫や出荷の準備）
２．収穫
３．出荷
４．販売（道の駅や直売所など）
５．収⼊（⾃分で働いた結果が⾃分に還ってくることを実感する）

⇒◎それぞれの作業で参加者それぞれが得意不得意を⼿に⼊れる
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【複合型】



１．畑作業（収穫や出荷の準備） ２．収穫

３．出荷の準備 ４．販売
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つかう、つくる、つなぐ

◎⼈に届く⽀援を◎
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202２年度

まとめ


